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（１）基本情報
	テーマ
	応用錯視学のフロンティア

	採択時期
	 FORMDROPDOWN 
 年度

	リーダー
	北岡　明佳　　　　　 FORMDROPDOWN 
 FORMDROPDOWN 
　　 FORMDROPDOWN 


	メンバー
（所属）
	篠田博之（情報理工学部教授）、松田博子（文学部非常勤講師）

對梨成一（R-GIRO　PD）、蘭悠久（R-GIRO PD）、松田隆夫（客員研究員）
羽倉弘之（客員研究員）、破田野智美（客員研究員）、王勤（客員研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	研究実施場所
	修学館2階215号室（第3プロジェクト研究室）


（２）進捗・成果の状況　
①　 FORMCHECKBOX 
運営委員会以外には開示しないことを希望する
	サブテーマ名
	錯視の観点からのサグ部交通渋滞緩和の研究

	担当研究者
	北岡明佳、杉原厚吉、友枝明保、對梨成一

	内容
	縦断勾配錯視によるサグ部交通渋滞を緩和するために、実際にその縦断勾配錯視が生じる道路（屋島ドライブウェイにあるミステリーゾーン）の詳細なデータが得られた。これにより、模型実験やドライブシミュレーターを使った実験室実験が可能となる。データは、車載されたGPSとジャイロ・センサーによって実測された。その他に、車載カメラの動画の撮影（上り方向と下り方向）、上り方向と下り方向でそれぞれ20地点の静止画の撮影、車からの観察（実測を含めて10往復）を行った。


②　 FORMCHECKBOX 
運営委員会以外には開示しないことを希望する
	サブテーマ名
	化粧の研究

	担当研究者
	北岡明佳、蘭悠久

	内容
	アイシャドーとアイラインによる視線方向の錯視を発見した。この手法を応用すると、通常の化粧だけでなく、斜視を目立たなくするなどのクリニカルな手法を開発することができる。


③　 FORMCHECKBOX 
運営委員会以外には開示しないことを希望する
	サブテーマ名
	空間知覚の研究

	担当研究者
	北岡明佳、羽倉弘之、對梨成一、破田野智美

	内容
	「シェパード錯視」「斜塔錯視」「長錯視」の3つの錯視は空間知覚の異方性と関連した真の遠近法的錯視であるらしいことが考察された。この手法を応用すると、2Dでもよりリアルな絵を描くことができ、病院等の圧迫感のある壁面に空間を感じさせるデザイン等への応用が期待される。


④　 FORMCHECKBOX 
運営委員会以外には開示しないことを希望する
	サブテーマ名
	錯視の観点からの京葉道路交通渋滞緩和の研究

	担当研究者
	北岡明佳、市川清継、對梨成一

	内容
	京葉道路の交通渋滞を緩和するために当該道路の図面を得ることができた。また、当該道路の渋滞地点を自動車で観察することによって、縦断勾配錯視の要因の推定とそれを解消するための対策をいくつか考案することができた。この渋滞を錯視の観点から解消する最も経済的で効果の高い交通渋滞解消策の提案を行うため、まず透視図を用いた研究を行うことになった。東日本高速道路株式会社関東支社市原管理事務所の担当者に研究意義を理解してもらうことによって、京葉道路の図面（外部公開禁止）を取得することができた。また、渋滞問題を重要視する当社の内部資料を入手することができた。


⑤　 FORMCHECKBOX 
運営委員会以外には開示しないことを希望する
	サブテーマ名
	

	担当研究者
	     

	内容
	     


（３）論文発表　　　※to be published, in pressなどの状態の論文は記載しないで下さい。
①論文（査読あり）　
●雑誌論文
	1. U. Tangkijviwat, K. Rattanakasamusuk and H. Shinoda, "Color preference affected by mode of color appearance", Color Research and Application, Vol.35, No.1, pp.50-61 (2010)

2. 山口秀樹，井上義親，篠田博之，池田光男, "コミュニケーション・ウィンドウ・ライティングによる外界情報伝達", 照明学会誌, Vol.94, No.5, pp.267-274 (2010)



●図書
	なし


②論文（査読なし）　
●雑誌論文

	1. 新井仁之・北岡明佳・山口泰・杉原厚吉　（2011）　〔座談会〕錯覚研究において数理的アプローチに期待すること　数学セミナー（日本評論社）, 50(3), 8-16.
2. 北岡明佳　（2011）　錯視と3D　その架け橋　3D映像, 25, 2-3.
3. 竹澤（破田野）智美　(2011). 撮影方法による２Ｄ画像の見えの歪みと３Ｄ画像への期待　3D映像，4-5．
4. 對梨成一・北岡明佳　（2011）　絵画空間における坂道の見かけの縦断勾配について―絵画の提示高

と側壁の効果―　3D映像，25，6-7.
5. 篠田博之, 2010年12月，鉄道建築ニュース，No.733，設計におけるシミュレーションの活用について，pp.8-36，「コンピュータシミュレーションに関する視覚上の課題と今後に向けて」



●図書
	1.東山篤規・竹澤智美・村上嵩至　(2011). 視覚ワールドの知覚　新曜社（翻訳）


（４）学会発表
①海外での発表
	1. Tatsuya Yohimura，Hiroyuki Shinoda，Hideki Yamaguchi, K Rattanakasamsuk, "Relationship between Velocity of Peripheral Optic-flow Pattern and Vection Duration", Proceedings BUAA-Ritsumeikan Workshop on Computer Science and Technology Beijing 2010，9

2. H. Yamaguchi, T. Tamoi and H. Shinoda, "The effect of interior chromaticness on space brightness evaluated by border luminance of color appearance mode", 3rd China, Japan and Korea Lighting Symposium， Seoul 2010, 9

3. H. Higashi, H. Yamaguchi and H. Shinoda,"Fast evaluation method of eye-strain by measuring accommodation-response-time", 3rd China, Japan and Korea Lighting Symposium，Seoul 2010, 9

4. Ryoichi Ishibashi, Hiroyuki Shinoda, Hideki Yamaguchi, Kitirochna Rattanakasamsuk: "Colorimetry-free Color Management System for Display Based on Color Constanc" Asia-Pacific Conference on Vision Taipei 2010，7

5. Rumi Yamada, Hideki Yamaguchi, Hiroyuki Shinoda, Hirokuni Higashi:"Influence on Eye Strain from the Size of Visual Stimulus Examined by Accommodation Response Time" Asia-Pacific Conference on Vision Taipei 2010，7

6. Tatsuya Yohimura，Hiroyuki Shinoda，Hideki Yamaguchi:　"Enhancement and Inhibition of Vection by Peripheral Optic-flow Pattern" Asia-Pacific Conference on Vision Taipei 2010，7

7. Nobuyuki Tanaka，H Shinoda, K Rattanakasamsuk， H Yamaguchi: "Comparison of Simulator Sickness between Active and Passive Observations" Asia-Pacific Conference on Vision,Taipei 2010, 7

8. Manabu Akimoto，Hiroyuki Shinoda，Hideki Yamaguchi:　"Distribution of luminance and chromaticity by using a digital camera" Asia-Pacific Conference on Vision Taipei 2010，7

9. Kahiro Matsudaira，Hiroyuki Shinoda，Kitirochna Rattanakasamsuk，Hideki Yamaguchi:　"Derivation of color confusion lines and copunctal point fordichormat observers from color discrimination thresholds" Asia-Pacific Conference on Vision Taipei 2010，7



②国内での発表
	1. 竹澤（破田野）智美　(2010). 写真を撮る向きに応じて容積の見えが変わる　日本心理学会第74回大会発表　2010年9月21日・大阪大学　（日本心理学会第74回大会発表論文集，p.536）

2. 竹澤（破田野）智美　(2010). まっすぐ撮るより斜に構えよう：見えの奥行きの写真上での圧縮と撮影角度による実際への近似　関西心理学会第122回大会発表　2010年11月7日・兵庫医療大学　（関西心理学会第122回大会発表論文集，p.49）

3. 竹澤（破田野）智美　(2011). 撮影方法による２Ｄ画像の見えの歪みと３Ｄ画像への期待　The Symposium & Exhibition of Visual Illusion World 2011: Bridge of Arts and Science 発表　2011年3月12日・立命館大学　(3D映像，pp.4-5)
4. 蘭悠久・青谷岳寛・北岡明佳, 「倒立顔の正立顔に対する過大視」, 日本視覚学会2011 年冬季大会, 東京都・工学院大学, 2011年1月21日
5. 高田英成，篠田博之，山口秀樹：「空間の明るさ感に与える家具色彩の影響」 平成22年度日本色彩学会・関西支部大会 京都 2011，2

6. 丸山隆志，篠田博之，山口秀樹：「窓のある証明空間の明るさ感評価」 平成22年度日本色彩学会・関西支部大会 京都 2011，2

7. 松平圭央，篠田博之，山口秀樹：「ディスプレイ色空間における擬似二色型色覚者の色弁別閾値からの混同色線の導出」 平成22年度日本色彩学会関西支部大会 京都 2011，2

8. 岩本政史，篠田博之，山口秀樹：「散乱光による色弁別能力低下にもとづく白内障簡易測定法」 平成22年度日本色彩学会・関西支部大会 京都 2011，2

9. 明本学，篠田博之，山口秀樹：「デジタルカメラを用いた輝度・色度分布計測における周辺光補正」，平成22年度日本色彩学会・関西支部大会 京都 2011，2

10. 古川幸司，篠田博之，山口秀樹：「色恒常性を利用した携帯電話ディスプレイのカラーマネジメント」 平成22年度日本色彩学会・関西支部大会 京都 2011，2

11. 岩本政史，篠田博之，山口秀樹：「散乱光による色弁別能力低下にもとづく白内障簡易測定法」 日本視覚学会2011年冬季大会 東京 2011，1

12. 松平圭央，篠田博之，キチローラッタナカセムスク，山口秀樹：「ディスプレイRGB色空間における擬似二色型色覚者の色弁 別閾値からの混同色線と混同色中心の導出」 Opctics ＆Photonics Japan 東京 2010，11

13. 田中暢之，篠田博之，山口秀樹，キチローラッタナカセムスク:「能動運動時，受動運動時における加速方向の違いが映像酔いに及ぼす影響」，Optics ＆Photonics Japan 東京 2010, 11

14. 明本学，篠田博之，山口秀樹，キチローラッタナカセムスク：「デジタルカメラを用いた輝度・色度分布計測」，Optics ＆Photonics Japan 東京 2010, 11

15. 明本学，篠田博之，山口秀樹，キチローラッタナカセムスク：「デジタルカメラを用いた輝度・色度分布計測」，平成22年電気関係学会関西連合大会 滋賀 2010, 11

16. 山口秀樹，田茂井稔明，篠田博之，「内装彩度の違いにおける空間の明るさ感評価」，照明学会第43回全国大会 2010, 9

17. 東洋邦，山口秀樹，篠田博之，「視野内にある発光部の輝度が眼疲労に与える影響」，照明学会第43回全国大会 2010, 9

18. 渡邊健一，海宝幸一，本間睦朗，滝澤総，原耕一朗，澤村晋次，上野大輔，中尾理沙，加藤元紀，篠田博之，山口秀樹，岩井彌，「空間の明るさ感指標の分析と明るさ感を向上させる設計技法の検討」，照明学会第43回全国大会 2010, 9

19. 吉村達也，篠田博之，山口秀樹：　「周辺視野刺激による視覚性誘導自己運動感覚の抑制・促進」 2009年度　第2回　スポーツ・健康イノベーション研究会 滋賀 2010，3
20. 松田隆夫・関岡朋也　(2010). 視野の上半過大視錯覚の日常的一事例 ―線香を等分割するときに現れる長さ判断の錯誤―　関西心理学会第122回大会発表論文集，48．（2010年11月7日，於：兵庫医療大学）



（５）省庁、学会、財団などの表彰
	1.平成22年度色彩検定優秀団体賞受賞　（2011年2月）文部科学省後援　AFT主催　立命館大学衣笠エクステンションセンター（11年連続受賞）松田博子（講師）


（６）外部資金獲得（競争的研究費、共同研究、受託研究、奨学寄附金等）
	1. 競争的資金　平成22・23・24・25年度科学研究費補助金　基盤研究（A）（研究代表者・北岡明佳）　「新しい錯視群の多面的研究　―実験心理学・脳機能画像・数理解析の手法を用いて―」　課題番号22243044　（平成22年度　1990万円、平成23年度　560万円、平成24年度　660万円、平成25年度　490万円）（研究分担者　新井仁之、栗木一郎・蘆田宏・村上郁也）
2. 競争的資金　平成22年10月～平成287年3月　CREST 研究領域「数学と諸分野の協働によるブレークスルーの探索」　研究代表者・杉原厚吉　研究課題名「計算錯覚学 ― 錯視の数理モデリングとその応用」　（杉原厚吉グループ（with 宮下芳明・友枝明保）、新井仁之グループ（with 北岡明佳）、山口泰グループ（with 植田一博）　で構成。北岡は新井グループ。分担金ナシ）
3. 共同研究　Visiome Platformの継続開発・運用とコンテンツ収集と登録　（独立行政法人理化学研究所との共同研究）　（2006年、2007年、2008年、2009年、2010年～）2010年度は238,095円



（７）特許
①出願
	なし


②取得
	1. 篠田博之, 石橋諒一, 山口秀樹, キチロー　ラッタナカセムスク,「カラーマネジメントシステム及びプログラム」, 特許2009-118894
2. 篠田　博之,「彩度低下防止用照明システムおよび彩度低下防止用照明方法 」, 特許2004-116264



（８）その他（報道発表、講演会等）
　①報道発表
	1. 篠田博之, 産經新聞, 2011年2月24日（添付ファイル）

2. 篠田博之, 2010年4月27日（火）18：10～19：00，「ニュース610　京いちにち」（ＮＨＫ京都放送局）の「ラブ☆ラボ」，篠田研究室の紹介，http://www.nhk.or.jp/kyoto/news610/index.html

3. 篠田博之, 2010年5月19日（水）19:56～20:54，「１億人の大質問！？笑ってコラえて！」読売テレビ（日本テレビ系列），「日本列島検定試験の旅」，TOCOL（トーコル）紹介，http://www.ntv.co.jp/warakora/

4. 篠田博之, 2010年6月12日20:00～21:54，『関口宏のベストセレクションープラネットカラー～人類を翻弄した『青』～』BS-TBS（東京放送系衛星放送局），人間の色覚や青色に関して篠田がインタビュー形式で説明，http://www.bs-tbs.co.jp/app/program_details/index/KDT1003100

5. 篠田博之, 2010年9月11日（土），be土曜版（朝日新聞），「今さら聞けない＋」，三原色についての解説



　②講演会
	1. 北岡明佳　（2011）　「だまし絵・錯視・３Ｄ体験　～脳はなぜだまされるのか？　文学部的解釈！～」　（立命館大学大阪キャンパス・2011年2月5日（土））

2. 北岡明佳　（2011）　「錯視いろいろ」　（画像・映像エンジニアのための視覚メカニズム・錯視講習会　（映像情報メディア講習会）　映像情報メディア学会　機械振興会館 地下3階 研修2号室・2011年2月18日（金））

3. 北岡明佳・羽倉弘之（共催）　公開シンポジウム「錯視が活かされる世界：芸術と科学の架け橋」, 立命館大学創思館カンファレンスルーム, 2011年3月12日
4. 對梨成一・渡邊洋・松田隆夫・北島律之　(2010). WS107写真・絵画における三次元空間の表現(3)　（企画　竹澤（破田野）智美）　日本心理学会第74回大会ワークショップ　2010年9月22日・大阪大学　（日本心理学会第74回大会発表論文集，WS(54)）
5. 對梨成一 　(2011)　歪んだ階段錯視模型　3点（正丸階段模型，さらに歪んだ正丸階段模型，曲線に歪んだ階段錯視模型）　，公開シンポジウム，「錯視が活かされる世界：芸術と科学の架け橋」，立命館大学創思館カンファレンスルーム, 2011年3月12日
6. 篠田博之, 2010年5月28日（金），「疲労☆バスターズ」第５回定期交流サロン（大阪産業創造館），講演

7. 篠田博之, 2010年6月27日（日）13:30〜，シャローム会（石橋キリスト教会），講演「聖書と目のお話し」
8. 篠田博之, 2010年10月18日（月）13:30〜16:30，目の抗疲労・癒しビジネス開発研究会第4回「目の疲れと環境」（大阪産業創造館），講演「視覚認識を利用した製品開発のヒント」



　③その他　　
	松田博子　（2011）　ひろの保育所　新築園舎色彩計画　（2011年3月26日竣工式）（京都府）

ひろの保育所63年誌　表紙カラーデザイン（2011年3月）（京都府）

松田博子（2011）ひろの幼稚園　園舎及び広報関係全般カラーコンサルタント（京都府）

松田博子（2011）日本色彩学会関西支部第13回カラーコーディネーターシンポジウム「伝統(技術)を現代に生かす色彩（キャンパスプラザ京都2011年3月12日）」実行委員長
4. 篠田博之, 2010年6月30日（水），ヘルスケア・フロンティア（大阪産業創造館），webマガジン，コラム「光と視覚の常識・非常識～その１. 明るさ感と照明～」，http://www.sansokan.jp/healthcare/mlmg/1006-1.html

5. 篠田博之, 2010年8月30日（月），ヘルスケア・フロンティア（大阪産業創造館），webマガジン，コラム「光と視覚の常識・非常識～その２. 照らされる物と照らす光」，http://www.sansokan.jp/healthcare/mlmg/1008-1.html

6. 篠田博之, 2010年11月15日（月），ヘルスケア・フロンティア（大阪産業創造館），webマガジン，コラム「光と視覚の常識・非常識～その３. 色覚バリアフリー照明という考え方」，http://www.sansokan.jp/healthcare/mlmg/1011_2.html
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